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所
得
税
確
定
申
告
は

お
早
め
に

令
和
６
年
分
所
得
税
の
確
定
申
告
の
役
場
受
付

期
間
は
、
２
月
17
日
（
月
）
か
ら
３
月
14
日
（
金
）

ま
で
で
す
。

ま
た
、
所
得
税
の
還
付
申
告
に
つ
い
て
は
、
２

月
５
日
（
水
）
か
ら
受
け
付
け
ま
す
。

受
付
場
所
役
場
１
階
税
務
担
当
10
番
窓
口

受
付
時
間
午
前
９
時
～
正
午
、午
後
１
時
～
５
時

※
受
付
時
間
に
仕
事
な
ど
の
都
合
で
来
ら
れ
な
い

方
に
つ
い
て
は
、
事
前
に
ご
連
絡
い
た
だ
け
れ
ば
、

夜
間
の
受
付
も
対
応
し
ま
す
（
午
後
８
時
ま
で
）。

【
確
定
申
告
の
受
付
区
分
変
更
に
つ
い
て
】

１
月
号
広
報
に
掲
載
し
ま
し
た
と
お
り
①
青

色
申
告
、
②
譲
渡
所
得
、
③
株
式
等
の
譲
渡
所

得
、
④
利
子
・
配
当
・
山
林
所
得
、
⑤
住
宅
借

入
金
特
別
控
除
の
確
定
申
告
に
つ
い
て
は
津
別

町
役
場
で
は
受
け
付
け
ま
せ
ん
の
で
、e-tax

で
の
電
子
申
告
、
札
幌
国
税
局
業
務
セ
ン
タ
ー

旭
川
分
室
へ
の
書
面
郵
送
、
網
走
税
務
署
で
の

窓
口
相
談
に
よ
り
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

【
申
告
に
必
要
な
も
の
】

税
務
署
か
ら
お
知
ら
せ
は
が
き
が
送
付
さ
れ
て

い
る
方
は
、
そ
の
お
知
ら
せ
は
が
き
、
源
泉
徴
収

票
（
給
与
、公
的
年
金
）、国
民
年
金
控
除
証
明
書
、

生
命
保
険
・
地
震
保
険
・
旧
長
期
損
害
保
険
控
除

証
明
書
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。
ま
た
医
療
費
控
除

を
さ
れ
る
方
は
、
医
療
費
控
除
明
細
書
に
、
個
人

ご
と
の
各
病
院
・
各
薬
局
そ
れ
ぞ
れ
の
合
計
額
を

計
算
し
て
記
入
し
て
く
だ
さ
い
（
役
場
で
の
代
理

作
成
は
行
い
ま
せ
ん
）。
な
お
、
所
得
税
の
還
付
金

が
出
る
方
は
、
申
告
者
名
義
の
銀
行
口
座
を
控
え

て
き
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
利
用

し
た
電
子
に
よ
る
申
告
書
の
提
出
に
つ
い
て
は
、

Ｐ
14
～
15
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

暮らしを支える

税

問い合わせ先 税務収納係 10番窓口　☎ 77 － 8376

かねひら　たけお さん / 昭和２０年、大昭生まれ /
７９歳 / 旭町在住

さん

農業共済の発展に尽力
兼平　長夫　

来月は

になります。

＃ 554
兼
平
長
夫
さ
ん
は
、
津
別
町
大
昭
の
農

家
に
６
男
７
女
の
５
男
と
し
て
生
ま
れ

ま
し
た
。
当
時
は
麦
・
水
稲
や
ビ
ー
ト
な

ど
の
農
作
物
を
育
て
て
お
り
、
畑
仕
事
や

馬
の
世
話
を
よ
く
手
伝
っ
て
い
ま
し
た
。

本
岐
小
学
校
・
中
学
校
を
卒
業
後
、
津

別
高
校
に
進
学
し
、
卓
球
部
で
活
動
し

ま
し
た
。

高
校
卒
業
後
は
、
農
作
保
険
・
家
畜

保
険
事
業
を
行
う
津
別
町
農
業
共
済
組

合
に
就
職
し
ま
す
。
新
人
時
代
は
組
合

員
の
顔
と
畑
を
覚
え
る
こ
と
か
ら
始
ま

り
、
町
内
の
畑
を
巡
る
中
で
、
津
別
に

住
ん
で
い
て
も
知
ら
な
い
地
域
が
多
く

あ
る
こ
と
に
驚
い
た
と
い
い
ま
す
。

昭
和
63
年
に
は
、
国
の
方
針
に
よ
り

広
域
合
併
が
実
施
さ
れ
、
１
市
７
町
１

村
の
斜
網
地
区
農
業
共
済
組
合
が
女
満

別
町
に
設
立
。
こ
れ
に
伴
い
、
津
別
町

農
業
共
済
組
合
は
閉
組
し
ま
し
た
。

「
広
域
合
併
で
組
合
員
数
が
一
気

に
4
，
１
０
０
名
を
超
え
、
事
務

量
も
格
段
に
増
え
ま
し
た
。
慣
れ
な

い
地
域
の
農
業
事
情
を
理
解
し
な
が

ら
、
他
の
地
域
の
職
員
と
も
協
力
し

て
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
り
、
大
変

で
し
た
」
と
当
時
を
述
懐
し
ま
す
。

合
併
後
、
兼
平
さ
ん
は
津
別
町
か

ら
女
満
別
町
の
事
務
所
ま
で
20
年
間

通
い
続
け
ま
し
た
。
55
歳
の
と
き
に
は

参
事
に
就
任
し
、
平
成
18
年
に
定
年
退

職
を
迎
え
る
ま
で
、
42
年
間
に
わ
た
り

農
業
共
済
の
発
展
に
尽
力
し
ま
し
た
。

退
職
後
は
ゴ
ル
フ
や
麻
雀
、
家
庭

菜
園
な
ど
、
現
役
時
代
に
忙
し
く
て

で
き
な
か
っ
た
趣
味
を
楽
し
む
日
々
を

送
っ
て
い
ま
す
。
昭
和
46
年
、
25
歳
の

と
き
に
、
上
司
の
紹
介
で
、
卓
球
部
の

後
輩
だ
っ
た
榮
子
さ
ん
と
結
婚
。
２
人

の
子
ど
も
に
恵
ま
れ
、
現
在
は
長
男

家
族
と
２
世
帯
で
暮
ら
し
、
孫
の
部

活
動
の
応
援
に
出
か
け
る
な
ど
、
家

族
と
の
時
間
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。

令
和
元
年
３
月
か
ら
、
入
退
院
を
繰
り

返
し
た
榮
子
さ
ん
を
、
令
和
４
年
に
大
腸

が
ん
で
亡
く
し
た
こ
と
も
あ
り
「
長
男
家

族
に
支
援
を
受
け
な
が
ら
迷
惑
を
か
け
な

い
よ
う
健
康
に
気
を
使
っ
て
い
ま
す
」
と

語
り
ま
す
。
近
所
を
散
歩
し
た
り
、
友
人

た
ち
と
集
ま
っ
て
麻
雀
を
楽
し
む
な
ど
、

現
在
も
元
気
な
生
活
を
続
け
て
い
ま
す
。

温 故 知 新

たかの　りょういちろう　さん / 平成１３年、静岡県生まれ /
２３歳 /JA つべつ　勤務

髙
野
稜
一
郎
さ
ん
は
昨
年
4
月

か
ら
Ｊ
Ａ
つ
べ
つ
経
済
部
農
産
課

で
、
農
作
物
の
収
穫
や
運
搬
の
調

整
、
栽
培
試
験
な
ど
の
業
務
を
担

当
し
て
い
ま
す
。

静
岡
県
沼
津
市
出
身
の
髙
野
さ

ん
は
、
中
学
時
代
に
生
物
部
で
水

生
生
物
に
興
味
を
持
ち
、
東
京
農

業
大
学
網
走
キ
ャ
ン
パ
ス
へ
進
学

し
ま
し
た
。

大
学
で
は
、
網
走
湖
の
シ
ジ
ミ

の
漁
獲
量
減
少
に
着
目
し
、
産
卵

環
境
に
関
す
る
研
究
に
取
り
組
み
、

自
然
環
境
の
重
要
性
を
実
感
し
た

と
い
い
ま
す
。

「
北
海
道
の
自
然
や
食
の
魅
力
に

感
動
し
、
卒
業
後
も
オ
ホ
ー
ツ
ク
で

働
き
た
い
と
思
い
ま
し
た
」
と
語
る

髙
野
さ
ん
。
大
学
時
代
の
農
家
ア
ル

バ
イ
ト
で
農
業
の
魅
力
を
知
り
、
Ｊ

Ａ
つ
べ
つ
を
志
望
し
ま
し
た
。

「
生
産
者
と
直
接
関
わ
り
、
取
り

扱
っ
た
農
作
物
が
店
頭
に
並
ぶ
の

を
見
る
と
達
成
感
が
あ
り
ま
す
」

と
笑
顔
で
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

休
日
は
、
大
学
時
代
の
同
級
生

た
ち
と
釣
り
を
楽
し
み
な
が
ら
リ

フ
レ
ッ
シ
ュ
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

青 春
くろーずあっぷ

さん

生物学から農業へ
髙野　稜一郎

挑戦し続ける企業「株式会社山上木工」
現在インターネットで公開中！　町のＨPをご覧ください

問い合わせ先　住民企画課　企画係 14 番窓口　☎ 77 － 8374

第
94
回

　生き残ったのには訳がある。人口減少が続き、人口 4000 人を切った北海道津別町。そんな中でも挑戦を
続ける木工会社が「株式会社山上木工」（創業 1950 年）です。
　自社ブランドの「ISU ーWORKS」を立ち上げ、廃校となった活汲小中学校をショールームである
「TSKOOL」へとリノベーション。世界的に評価される 2020 年オリンピックメダルケースを制作。昨年に
は三代目社長に山上裕一朗さんが就任し、北見市の老舗木工会社、北海教材木工株式会社を経営統合するな
ど、新たな挑戦をし続けています。
　戦争後にゼロから事業を起こした初代、NC工作機械や設備に投資を続けブランドを作った 2代目、そし
て世界に販路を広げる 3代目と、親子三代にわたる挑戦の系譜に迫ります。

　この番組は、津別町の今を映像で定期的に発信（月 1回）す
ることで、町民の町づくりへの参加促進、移住・定住の促進、ふ
るさと納税の拡大を図り、町づくりの記録を残すことで、10 年
後 20 年後の町民への財産とします。完成した映像は、町のWeb
サイトや道東テレビ、YouTube 等で公開いたします。また、さ
んさん館、津別病院、道の駅あいおい、北見信用金庫津別支店、
網走信用金庫津別支店に設置された「デジタルサイネージ（映像
看板）」でも視聴することができます。※タウンニュースつべつは、
ふるさと納税の寄附金により制作しています。

《取材希望企業・飲食店・生産者募集!! 詳しくは役場住民企画課まで》毎月末日
ごろ更新




